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を
作
成
し
て
国
内
外
の
関
連
機
関
に
配
布
し
て
専
攻
の
概
要
を
告
知
し
た
り
、
秋
に
は
、
日
文
研
の
一
般
公
開
に
あ
わ
せ
て
大
学
院
説
明
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
に
よ
り
特
徴
的
な
活
動
は
、
海
外
へ
の
発
信
で
す
。
本
専
攻
は
﹁
国
際
日
本
研
究
﹂
と
い
う
名
を
負
い
、
日
文
研
の
理
念
で
あ
る
、
国
際
的
・
学
際
的
・
総
合
的
と
い
う
学
問
の
方
法
を
継
承
・
展
開
す
る
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
本
稿
の
﹁
世
界
戦
略
と
し
て
の
学
生
リ
ク
ル
ー
ト
﹂
と
い
う
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
、
編
集
部
か
ら
い
た
だ
い
た
所
与
の
も
の
で
す
が
、
実
際
、
世
界
各
国
か
ら
大
学
院
生
を
受
け
入
れ
教
育
す
る
こ
と
は
、
課
せ
ら
れ
た
最
大
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
枠
組
み
を
ア
ト
ラ
ン
ダ
ム
に
並
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
第
一
に
、
総
研
大
が
提
供
す
る
広
報
的
事
業
経
費
の
活
用
が
あ
り
ま
す
。
大
き
く
総
研
大
の
広
報
活
動
―
世
界
戦
略
と
し
て
の
学
生
リ
ク
ル
ー
ト
荒
　
木
　
　
　
浩
日
文
研
で
は
、
一
九
九
二
年
よ
り
、
総
合
研
究
大
学
院
大
学
文
化
科
学
研
究
科
・
国
際
日
本
研
究
専
攻
と
し
て
大
学
院
教
育
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
同
研
究
科
は
根
っ
か
ら
の
大
学
院
大
学
で
、
博
士
後
期
課
程
の
み
で
構
成
さ
れ
、
学
部
組
織
及
び
博
士
前
期
課
程
は
あ
り
ま
せ
ん
。
三
年
間
で
博
士
号
を
取
得
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
成
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
一
学
年
あ
た
り
三
名
程
度
の
大
学
院
生
は
、
す
べ
て
他
の
教
育
機
関
を
経
て
入
学
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
外
部
に
向
け
て
適
切
な
広
報
が
必
要
で
す
。
こ
の
時
代
で
す
か
ら
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
の
活
用
は
当
然
で
す
が
、
そ
の
ほ
か
に
、
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
62
分
け
て
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
専
攻
の
教
員
が
大
学
院
の
説
明
会
な
ど
を
行
う
も
の
。
も
う
一
つ
は
、
本
専
攻
の
受
験
を
予
定
す
る
学
生
が
来
日
し
て
、
本
専
攻
の
教
育
・
研
究
な
ど
を
体
験
す
る
機
会
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。
毎
年
必
ず
行
う
主
な
事
業
は
前
者
で
す
。
国
際
日
本
研
究
専
攻
で
は
、
日
文
研
の
海
外
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
海
外
研
究
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
日
本
研
究
会
、
ま
た
教
員
個
人
に
関
わ
る
企
画
や
機
会
を
利
用
し
て
、
年
度
ご
と
に
数
回
の
大
学
院
説
明
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
一
九
年
以
降
の
開
催
地
を
思
い
つ
く
ま
ま
に
列
挙
し
ま
す
と
、
モ
ス
ク
ワ
国
立
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
大
学
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
総
合
大
学
日
本
語
学
科
︵
ロ
シ
ア
︶、
華
東
師
範
大
学
︵
中
国
︶、
ロ
シ
ア
国
立
極
東
大
学
付
属
東
洋
大
学
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
、
リ
オ
連
邦
大
学
︵
ブ
ラ
ジ
ル
︶、
ジ
ャ
ワ
ハ
ル
ラ
ル
・
ネ
ル
ー
大
学
︵
イ
ン
ド
︶、
東
北
師
範
大
学
、
通
化
師
範
大
学
、
黒
龍
江
大
学
︵
中
国
︶、
タ
ゴ
ー
ル
国
際
大
学
日
本
学
院
︵
イ
ン
ド
︶、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
学
、
チ
ュ
ラ
ー
ロ
ン
コ
ー
ン
大
学
︵
タ
イ
︶、
復
旦
大
学
、
南
開
大
学
、
国
立
中
山
大
学
︵
中
国
︶、T
he 3rd JSA
-A
SE
A
N
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︵
マ
レ
ー
シ
ア
︶、
ベ
ト
ナ
ム
社
会
科
学
院
、
ベ
ト
ナ
ム
国
家
大
学
︵
ハ
ノ
イ
︶
人
文
社
会
科
学
大
学
、
ベ
ト
ナ
ム
国
家
大
学
︵
ホ
ー
チ
ミ
ン
︶、
人
文
社
会
科
学
大
学
︵
ベ
ト
ナ
ム
︶、
山
東
工
商
学
院
、
四
川
外
国
語
大
学
、
華
東
師
範
大
学
︵
中
国
︶、
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
大
学
︵
セ
ル
ビ
ア
︶
な
ど
と
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
本
専
攻
に
は
、
ア
ジ
ア
の
学
生
を
中
心
に
、
留
学
生
が
多
く
学
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
各
国
ご
と
の
日
本
研
究
の
事
情
に
違
い
も
あ
り
、
ま
た
留
学
の
枠
組
み
に
も
差
異
が
あ
る
た
め
、
右
に
述
べ
た
広
報
活
動
が
﹁
学
生
リ
ク
ル
ー
ト
﹂
に
直
結
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
第
一
の
目
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に
、
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、
留
学
生
の
指
導
に
あ
た
る
教
員
や
研
究
者
、
ま
た
国
際
交
流
基
金
な
ど
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
機
関
と
の
連
携
を
深
め
る
こ
と
や
、
国
際
日
本
研
究
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
、
日
文
研
と
の
研
究
連
携
に
よ
り
重
層
的
な
研
究
交
流
が
増
す
こ
と
を
重
視
し
ま
す
。
私
の
参
加
し
た
例
を
述
べ
ま
す
。
二
〇
一
〇
年
に
学
会
の
参
加
を
か
ね
て
訪
問
し
た
タ
イ
の
チ
ュ
ラ
ー
ロ
ン
コ
ー
ン
大
学
で
、
依
頼
さ
れ
た
大
学
院
の
講
義
と
連
動
さ
せ
、
さ
ら
に
、
本
専
攻
の
修
了
生
で
、
当
時
チ
ュ
ラ
大
の
講
師
で
あ
っ
た
岩
井
茂
樹
氏
に
も
協
力
を
仰
い
で
、
二
人
で
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
に
大
学
院
の
説
明
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
岩
井
氏
は
、
そ
の
後
二
〇
一
二
年
に
、
大
阪
大
学
日
本
語
日
本
文
化
教
育
セ
ン
タ
ー
准
教
授
に
な
っ
て
帰
国
し
ま
し
た
。
チ
ュ
ラ
大
の
後
任
に
は
、
や
は
り
本
専
攻
の
修
了
生
で
あ
る
平
松
隆
円
氏
が
、
二
〇
一
三
年
よ
り
赴
任
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
本
専
攻
で
は
、
学
位
取
得
後
、
海
外
の
大
学
や
研
究
63
機
関
な
ど
に
赴
任
す
る
例
も
多
く
、
ラ
プ
ラ
タ
︵
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
︶、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
中
国
、
韓
国
、
タ
イ
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
駐
日
大
使
館
専
門
員
な
ど
、
高
度
専
門
職
業
人
と
し
て
の
活
動
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
入
学
後
は
海
外
で
の
研
究
活
動
の
支
援
・
促
進
に
も
力
点
を
置
い
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
総
研
大
の
学
生
派
遣
制
度
を
利
用
し
て
、
応
募
型
の
海
外
出
張
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
二
年
に
限
っ
て
も
、
テ
ル
ア
ビ
ブ
大
学(
イ
ス
ラ
エ
ル)
、
蘭
州
大
学
︵
中
国
︶、
フ
リ
ア
美
術
館
︵
ア
メ
リ
カ
︶、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
考
古
学
研
究
所
、
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学
︵
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
︶
他
で
の
研
究
活
動
や
学
会
発
表
な
ど
を
支
援
し
ま
し
た
。
本
専
攻
で
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
と
い
う
応
募
・
申
請
型
の
予
算
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
そ
の
適
用
の
好
例
と
し
て
、
昨
年
、
東
北
師
範
大
学
で
行
わ
れ
た
事
業
の
概
略
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
報
告
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
学
生
四
人
︵
王
莞
晗
、
韓
玲
玲
、
簡
中
昊
、
栄
元
︶
が
﹁
東
ア
ジ
ア
比
較
文
学
比
較
文
化
自
主
ゼ
ミ
・
海
外
学
生
交
流
研
究
会
︵
於
中
国
・
東
北
師
範
大
学
歴
史
系
︶
参
加
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
と
い
う
企
画
を
立
て
、
東
北
師
範
大
学
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹁
中
日
大
学
院
生
教
育
に
お
け
る
方
法
と
過
程
：
東
ア
ジ
ア
研
究
専
攻
を
中
心
に
﹂
と
い
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
ま
し
た
。
東
北
師
範
大
学
か
ら
も
院
生
三
名
が
発
表
し
、
本
専
攻
研
究
生
一
名
︵
東
北
師
範
大
学
出
身
︶
も
自
主
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
主
催
者
は
、
元
日
文
研
外
国
人
研
究
員
で
同
大
学
の
韓
東
育
教
授
で
す
。
現
地
踏
査
も
企
画
さ
れ
、
元
日
文
研
外
国
人
研
究
員
で
同
大
学
の
王
確
教
授
が
同
行
し
て
解
説
を
し
ま
し
た
。
日
文
研
と
い
う
基
盤
機
関
で
行
わ
れ
る
大
学
院
教
育
と
し
て
、
こ
う
し
た
連
携
は
意
義
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
共
同
研
究
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
レ
ク
チ
ャ
ー
、
国
際
研
究
集
会
な
ど
、
日
文
研
の
研
究
事
業
の
多
く
に
院
生
が
参
加
し
、
発
表
し
た
り
、
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。
院
生
は
、
多
様
な
場
を
活
用
し
て
国
内
外
の
有
力
研
究
者
と
接
し
、
み
ず
か
ら
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
高
め
て
い
る
こ
と
も
最
後
に
付
記
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 
︵
総
合
研
究
大
学
院
大
学
国
際
日
本
研
究
専
攻
専
攻
長
／
 
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
︶
